
世
界
的
に
見
て
も
貴
重
な
自
然
が
残
る
尾
瀬
。
そ

の
多
く
は
、
原
発
事
故
を
起
こ
し
た
東
京
電
力
が
保

有
す
る
。
同
社
は
今
後
、
巨
額
の
事
故
補
償
を
迫
う

れ
、
大
規
模
な
資
産
売
却
や
リ
ス
ト
ラ
が
行
わ
れ
る

と
い
う
。
尾
瀬
は
ど
う
な
る
の
か
。

春
、
広
々
と
し
た
湿
原

一
面

に
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
が
咲
き
乱
れ

る
尾
瀬
国
立
公
園
は
群
馬
、
栃

木
、
福
島
、
新
潟
の
４
県
に
ま

た
が
り
、
国
の
特
別
天
然
記
念

物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
湿
原

の
植
物
や
２
０
０
０
財
級

の

出
々
な
ど
四
季
折
々
の
豊
か
な

自
然
が
登
山
客
や
ハ
イ
カ
ー
を

楽
し
ま
せ
る
。

尾
瀬
は
東
京
都
民
の
水
が
め

で
あ
り
、
公
園
内
に
利
根
川
最

上
流
域
の
水
源
で
あ
る
戸
倉
山

林
な
ど
豊
富
な
森
林
を
抱
え

る
。
東
京
都
が
保
有
す
る
水
源

量
は
１
日
６
３
０
万

ント
だ
が
、

そ
の
う
ち
の
７８
％
は
利
根
川

・

荒
川
水
系
に
依
存
し
て
い
る
。

今
で
こ
そ
自
然
が
手
厚
く
守

ら
れ
て
い
る
が
、
か
つ
て
は
水

力
発
電
の
た
め
の
ダ
ム
建
設
計

画
が
何
度
も
持
ち
上
が
っ
た
。

計
画
は
１
９
２
２
年
に
初
め
て

立
て
ら
れ
て
か
ら
９６
年
に
東
電

が
完
全
に
断
念
す
る
ま
で
７４
年

間
に
わ
た
り
存
在
し
て
い
た
。

東
電
は
５‐
年
の
設
立
当
時
か

ら
国
立
公
園
全
体
の
約
４
割
、

特
別
保
護
地
区
の
約
７
割
、
面

積
に
し
て
約
１
万
６
０
０
０
診

を
所
有
す
る
。
こ
れ
は
山
手
線

内
側
の
面
積
の
約
２

・
５
倍
。

尾
瀬
の
群
馬
県
側
は
す
べ
て
東

電
の
所
有
だ
。
現
在
、
同
社
は

木
道
や
公
衆
便
所
の
整
備
な
ど

に
年
間
約
２
億
円
を
支
出
し
、

自
然
環
境
を
保
全
し
て
い
る
。

東
電
の
清
水
正
孝
社
長
は
４

月
１５
日
の
会
見
で
、
「聖
域
無

き
合
理
化
を
進
め
る
」
と
話
し
、

原
発
事
故
に
か
か
わ
る
賠
償
な

ど
の
た
め
に
資
産
売
却
や
人
員

削
減
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
。
社
宅
や

保
養
施
設
、
不
動
産
、
株
な
ど

を
売
却
す
る
方
針
だ
が
、
尾
瀬

も
そ
の
対
象
に
な
る
の
か
。

同
社
広
報
は

「現
時
点
で
尾

瀬
の
土
地
売
却
は
考
え
て
い
な

い
」
と
し
て
い
る
。

水
源
林
を
外
資
か
ら
守
ろ
う

と
訴
え
て
い
る
東
京
財
団
研
究

員
の
平
野
秀
樹
氏
は
指
摘
す
る
。

「外
国
資
本
は
今
、
水
源
林
を

求
め
て
い
ま
す
。
国
立
公
園
な

の
で
開
発
制
限
は
あ
る
も
の

の
、
水
源
が
あ
っ
て
観
光
地
と

し
て
の
価
値
も
高
い
尾
瀬
は
非

常
に
魅
力
的
で
し
ょ
う
」

日
本
は
国
上
の
６７
％
が
森
林

だ
。
現
在
、
先
進
国
で
森
林
面
≡

積
が
６
割
を
超
え
る
国
は
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
、
ス
ウ
ェ
ー
ぃア
ン
を

加
え
た
３
国
し
か
な
い
。
昨
年

末
に
林
野
庁
が
発
表
し
た
外
資

に
よ
る
森
林
買
収
の
全
国
調
査

結
果
に
よ
る
と
、
２
０
０
６
年

か
ら
昨
年
１１
月
末
ま
で
に
北
海

道
で
２９
件
、
神
戸
市
で
１
件
の

計
３０
件
、
５
７
４
診
が
確
認
さ

れ
た
。
国
別
に
見
る
と
購
入
者

は
多
い
順
に
中
国
、
ア
メ
リ
カ
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
だ
。

「表
面
化
し
て
い
る
の
は
氷
山

の
一
角
で
す
。
最
終
的
な
所
有

者
が
外
資
で
も
、
日
本
企
業
や

日
本
人
が
介
在
し
た
売
買
は
外

国
資
本
に
よ
る
森
林
買
収
に
カ

ウ
ン
ト
さ
れ
な
い
ケ
ー
ス
が
多

く
、
実
態
を
つ
か
み
に
く
い
の

が
現
状
で
す
」
（平
野
氏
）

日
本
の
森
林
取
得
に
最
も
意

欲
的
な
の
は
中
国
。
そ
も
そ
も

中
国
で
は
土
地
の
所
有
権
は
原

則
と
し
て
国
家
に
帰
属
し
、
自

国
民

・
外
国
人
に
関
わ
ら
ず
所

有
が
認
め
ら
れ
な
い
。．団
連
エ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
本
部
で
途
上
国
の

水
イ
ン
フ
ラ
の
指
導
を
行
う
な

ど
の
実
績
が
あ
る
グ

ロ
ー
バ
ル

ウ
ォ
ー
タ

・
ジ
ャ
パ
ン
の
吉
村

和
就
代
表
は
言
う
。

「中
国
人
に
と
っ
て
は
、
私
有

地
を
持

つ
こ
と
そ
れ
自
体
が
ス

テ
ー
タ
ス
な
の
で
す
」

‐４
億
も
の
人
口
を
有
す
る
中

尾瀬沼付近の本道を歩く登山客 (左)と、
見ごろを迎えたミズパショウ
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国
の
水
不
足
は
深
刻
だ
。
１
人

当
た
り
の
水
資
源
量
は
世
界
平

均
の
４
分
の
１
に
す
ぎ
な
い
。

中
国
７
大
河
川
の
８
割
以
上
が

飲
料
水
と
し
て
使
え
ず
、
地
下

水
は
９
割
が
農
薬
や
重
金
属
な

ど
で
汚
染
さ
れ
て
い
る
。

「ラ
イ
バ
ル
の
語
源
は
リ
バ
ー

で
あ
る
よ
う
に
、
人
間
最
初
の

争

い
は
水
資
源
の
争

い
で
し

た
。
中
国
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ラ

オ
ス
、
タ
イ
、
イ
ン
ド
な
ど
と

水
資
源
争
奪
戦
を
繰
り
広
げ
て

い
ま
す
。
住
宅
ブ
ー
ム
で
木
材

が
必
要
な
う
え
、
水
不
足
の
中

国
に
と
っ
て
日
本
の
水
源
林
は

宝
の
山
で
す
」
釜
口村
氏
）

し
か
も
、
日
本
に
は
土
地
所

有
の
外
資
規
制
を
す
る
法
律
は

な
い
。
全
国
に
２９
カ
所
あ
る
国

立
公
園
の
う
ち
約
２５
％
は
私
有

地
で
あ
り
、
買
収
さ
れ
る
可
能

性
を
秘
め
て
い
る
。

国
立
公
園
の
利
用
や
開
発
に

つ
い
て
は
自
然
公
園
法
で
規
制

さ
れ
、
罰
則
規
定
が
あ
る
。
保

護
の
必
要
性
に
応
じ
て
公
園
内

は
普
通
地
域
、
第
１
種
か
ら
３

種
ま
で
の
特
別
地
域
、
特
別
保

護
地
区
に
分
け
ら
れ
る
。
全
域

が
特
別
地
域
か
特
別
保
護
地
区

の
尾
瀬
は
、
私
有
地
で
あ
っ
て

も
自
由
に
建
物
を
新
築
で
き
な

い
た
め
、
大
規
模
な
リ
ゾ
ー
ト

開
発
や
地
下
水
採
取
の
施
設
建

設
な
ど
は
不
可
能
だ
。

だ
が
、
施
設
を
建
設
せ
ず
と

も
水
の
採
取
は
で
き
る
。
実
際

に
尾
瀬
の
水
を
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
オ

ー
タ
ー
と
し
て
販
売
し
て
い
る

日
本
の
会
社
が
あ
る
。

「中
国
が
尾
瀬
の
水
ビ
ジ
ネ
ス

に
注
目
す
る
こ
と
は
大
い
に
あ

り
得
ま
す
」
釜
口村
氏
け

こ
の
よ
う
な
状
況
に
、
地
元

に
は
危
機
感
が
あ
る
。
尾
瀬
の

尾
瀬
に
は
水
以
外
に
も
経
済

的
な
魅
力
が
あ
る
。
前
出
の
平

野
氏
は
指
摘
す
る
。

「毎
年
３０
万
人
以
上
が
訪
れ
、

貴
重
な
観
光
資
源
に
な
り
ま

す
。
現
在
尾
瀬

へ
の
入
山
は
無

料
で
す
が
、
仮
に
入
山
料
を
１

人
５
０
０
円
に
設
定
し
た
と
し

た
ら
年
間
１
億
５
０
０
０
万
円

の
収
入
に
な
り
、
十
分
に
経
営

が
成
り
立
ち
ま
す
」

保
有
地
の
売
却
価
格
は
３２
億
円
？

群
馬
県
側
の
入
り
日
に
位
置
す

る
片
品
村
を
含
め
た
利
根
沼
田

地
区
の
５
市
町
村
長
は
１
月
２８

日
、
連
名
で
国
に
要
望
書
を
提

出
し
、
水
源
地
域

へ
の
外
国
資

本
に
よ
る
森
林
買
収
の
規
制
に

つ
い
て
の
法
整
備
を
求
め
た
。

同
村
の
千
明
金
造
村
長
は
、
こ

う
訴
え
る
。

「外
国
資
本
に
良
質
な
水
源
地

を
売
り
渡
す
わ
け
に
は
い
き
ま

せ
ん
。
今
ま
で
適
切
に
管
理
し

て
く
れ
た
東
電
は
維
持
に
関
し

て
信
頼
で
き
る
の
で
、
今
後
も

尾
瀬
を
持
っ
て
い
て
く
れ
る
の

が

一
番
な
の
で
す
が
…
…
」

で
は
、
尾
瀬
に
は
ど
の
く
ら

い
の
値
が
つ
く
の
か
。
平
野
氏

は
試
算
す
る
。

「大
手
林
業
メ
ー
カ
ー
が
日
本

の
森
林
を
購
入
す
る
際
の
価
格

の
目
安
は
１
診
当
た
り
２０
万
円

で
す
。
東
電
の
保
有
地
は
約
３２

億
円
の
価
格
が
付
く
計
算
に
な

り
ま
す
。
中
国
の
国
家
フ
ァ
ン

ド

（Ｃ
Ｉ
Ｃ
）
に
お
け
る
年
間

の
運
用
規
模
は
約
２５
兆
円
。
中

国
が
そ
の
気
に
な
れ
ば
尾
瀬
を

買
収
す
る
こ
と
は
難
し
く
な
い

の
で
す
」

脅
威
は
外
資
だ
け
に
と
ど
ま

ら
な
い
。
１
９
９
０
年
代
後
半

か
ら
進
ん
だ
規
制
緩
和
に
よ
り
、

林
業
従
事
者
で
な
い
企
業
も
含

め
、
山
間
部
で
の
土
地
売
買
は

急
増
し
て
い
る
。
『
日
本
林
業

は
よ
み
が
え
る
』
の
著
書
が
あ

る
梶
山
恵
司
内
閣
官
房
国
家
戦

略
室
内
閣
審
議
官
は
言
う
。

「日
本
の
企
業
が
山
林
を
皆
伐

し
、
植
林
も
せ
ず
に
放
置
し
た

例
な
ど
枚
挙
に
い
と
ま
が
あ
り

ま
せ
ん
。
売
買
に
あ
た
っ
て
尾

瀬
の
自
然
を
保
護
し
よ
う
と
す

る
の
な
ら
、
誰
が
所
有
し
て
も

保
護

・
管
理
を
徹
底
す
る
よ
う

に
法
整
備
す
べ
き
。
尾
瀬
管
理

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
次
の
所
有
者
に

引
き
継
ぐ
こ
と
が
大
事
で
す
」

７０
余
年
に
も
わ
た
っ
て
消
滅

の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
続
け
、
日

本
に
お
け
る
自
然
保
護
運
動
発

祥
の
地
と
も
言
え
る
歴
史
を
持

つ
尾
瀬
。
原
発
事
故
の
行
方
と

と
も
に
、
目
が
離
せ
な
い
。
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